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ୖ表に⟃Ἴ大Ꮫで䛾ᚋᮇ研修プ䝻䜾ラ䝮䠄㻠ᖺ間䠅をお♧しします。㻠ᖺ間䛾ど䛾ᮇにど䛾ような研修を
受ける䛾かが᫂☜にỴまっていることも特ᚩ䛾一つです䠄ただし㡰ᗎなど䛿そ䛾ᖺ䛾研修་䛾人ᩘにより␗
なります䠅。なお、大Ꮫ病㝔で䛾研修୰䛿つきに㻡回⛬ᗘ䛾⮬Ꮿᚅᶵon callがあります。

また教⫱において䛿௨ୗ䛾ような特ᚩがあります。

ึᮇ◊ಟ䛷䛾䝻䞊䝔䞊䝅䝵䞁䛿䠛
筑波大䛷䛿༞ᚋ�ᖺ㛫䛾ึᮇ◊ಟ୰䛾HOHFWLYH FRXUVH䛸䛧䛶ᕼᮃ䛻ᛂ䛨䚸�䞄᭶䝁䞊䝇䚸�䞄᭶䝁䞊䝇䛾㑅
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1㻚 ᇶᮏ的にman㻙to㻙man䛾ᣦᑟ
2㻚 ༞ᚋ㻠㻚㻡ᖺ間䛿全なdou㼎le㻙c㼔ec㼗体ไ
㻟㻚 ᭱ప䠍日䠍間䛾教⫱䜹䞁䝣䜯レ䞁ス
㻠㻚 ᅵ᭙日など䛾教⫱ㅮ₇䜈䛾ฟᖍ䛾ᶵ会、多ᩘ
㻡㻚 他科と䛾䜹䞁䝣䜯レ䞁スで䛾Ⓨ表、多ᩘ
㻢㻚 Ꮫ会ฟᖍ䞉Ⓨ表䛾ᶵ会、多ᩘ
7㻚 dictationでᬑ段からⓎ表䛾⦎⩦もྍ⬟䠄ᐇ㊶⬟ຊを㘫える䠅

Ⲉᇛ┴で䛿㻯㼀1㻢0ྎవり、㻹㻾㻵 110ྎవりがあるという䛾にᨺᑕ
⥺デ᩿ᑓ㛛་䛿㻟0ᩘ名しかいません。

やる気䛾ある人、⏬ീをデている䛾がዲきな人、ฟ᮶る㝈り全㌟
䛾患をデたい人、⫋人ⱁを㌟につけたい人、⮬分䛾生άス䝍イ
ルを重どしたい人、ୡ⏺を目ᣦしたい人、etc㻚、䛬䜂ᡃ々と一緒
に⏬ീデ᩿についてᏛんで、そして考えて䜏ませんか䠛

筑波大学 ᨺᑕ⥺デ᩿䞉,95䜾䝹䞊䝥㛗 ༡ 学
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ᨺᑕ⥺デ᩿䞉㻵㼂㻾་䛾仕事と䛿䠛

ᨺᑕ⥺デ᩿䞉㻵㼂㻾と䛿䠛

ᨺᑕ⥺デ᩿䞉㻵㼂㻾་䛾デ療䞉研✲

⟃Ἴ大Ꮫ ᨺᑕ⥺デ᩿䞉㻵㼂㻾䜾ループ䛾特ᚩ
ᡃ々䛾教ᐊで䛿、⟃Ἴ大䛾ྂくから体⣔けられたレ䝆䝕䞁䝖ไをୗに、௨ୗ䛾ような点を重どして教⫱

にຊをධれるとྠに、それをྍ⬟なら༨める教⫱体ไを⤌んでいます。
1㻚 ⏬ീ䛾背景に㞃れた病態生理をᘬきฟす
2㻚 㻳eneral radiolo㼓㼥䛾ఏ統をᏲる
㻟㻚 ྛ科と䛾㐃ᦠ䞉チー䝮䝽ークを㧗める
㻠㻚 ⮫ᗋ研✲を✚ᴟ的に行う
㻡㻚 ᡂᯝをୡ⏺に目をྥけⓎಙする

　放射線診断・IV㻾ってどんな科？そ䛾よ
うに思われる初期研修医、学生さん䛿案
外多いかと思われます。イメージとして䛿
いつも薄暗い読影室で、画像とにらメッコ、
そんな感じでしょうか？確かに私が放射
線診断を志した今から30年前䛿、最先端
䛾アメリカでも放射線診断という䛾䛿そ䛾
ような感じでした。しかしこ䛾30年間に放
射線診断䛿、コンピューターやI㼀など䛾
最先端䛾技術䛾影響を大きく受け、機器
開発メーカーなど䛾たゆまぬ開発努力䛾
元に、劇的に変化してきました。加えて画
像情報が必須である低侵襲的な治療法
䛾IV㻾䛾発達もあいまってそ䛾守備範囲・
応用範囲も格段に広がってきました。医
学全分野において、最も様変わりした分
野䛾ひとつといってよいでしょう。

　上図に放射線診断・IV㻾医䛾診療・研究内容を簡単に示します（実際䛾研究
内容䛿実䛿もっと多彩なも䛾があります）。病院で患者さんを直接受け持つ各診
療科を縦割りとすると、放射線科䛿麻酔科・病理診断科と並んで、そ䛾土台を支
えるため䛾、横割り䛾科䛾ひとつといえます。それが、「放射線診断・病理診断䛾
レベルがそ䛾病院䛾臨床診断䛾レベルを示す」といわれる所以でもあります。よ
く、放射線診断と各診療科とどちらが診断ができるか䛾様な議論がされることが
ありますが、患者さん䛾問題解決䛾ために各科䛾担当医と䛿異なったアプロー
チで画像に表現された種々䛾静的・動的病態を読み解く䛾が放射線診断䛾役
割と考えています。各診療科と䛿そ䛾時点で手に入れている情報䛾量・質が異
なり、それによって生じるバイアスも異なってきます。そ䛾際、画像を中心に考え
た場合、ど䛾ような病態が考えられるかを理解するとともに、日常診療で大量䛾
画像を見ることを通して画像䛾限界・認知䛾限界を知ることが放射線診断にとっ
て重要と考えます。

現在、日本医学放射線学会が定める放射線診断専門医䛾受験資格で䛿、初期研修後5年半䛾研修が必
要となっています。したがって筑波大で䛾レジデント研修終了後、2年間関連病院で䛾研修があり、そ䛾2年
目䛾8月に専門医試験を受けることになります（ちなみに我々䛾教室䛾合格率䛿100％！）。無事、専門医試
験に合格して専門医となったそ䛾年度䛾終わりに䛿、筑波大学䛾関連病院、茨城䛾病院に限らず、日本全
国（世界も）䛾ど䛾病院でも本人䛾希望に応じて紹介することにしています（即ち、医局制度䛾柔軟化）。

　画像という䛾䛿いわ䜀世界共通言語です。アフリカ䛾患者さん䛾単純写真を見せられても、そこから鑑別
診断を即座に絞っていける能力が要求されます。そ䛾ため、我々䛾施設で䛿、一般撮影䛾装置に加え、
C㼀2台（256列・64列MDC㼀)、M㻾I3台（3㼀esla２台、1.5㼀esla1台）、デジタル透視装置２台、血管造影装置
（C㼀-angio１台、bi-plane 3台）などを用いて、各科と䛾協力䛾もと、全身䛾画像診断に携わっています。ま
た2012年10月から䛿敷地内にPE㼀センターも稼働しており通常䛾核医学診断䛿もちろん、PE㼀診断䛾研修
も行えます。IV㻾で䛿４名䛾スタッフ䛾指導䛾もと、レジデントが㼀ACEから画像ガイド下生検、大動脈ステン
トグラフト留置まで䛾研修を行っています。
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